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主催・共催の挨拶

このグリーンチャレンジデーは、企業・自治体・団体・国民ひとり一人の地球に優しい行動＝「グリーンチャレンジ」を応
援する日で、新宿御苑にて毎年開催してきました。
私たちが豊かに暮らしていくためには、生き物たちが暮らしていける環境を守っていくことはとても大切です。本イ
ベントが開催される新宿御苑は、さまざまな生き物が暮らしており、まさに都会のオアシスです。
世界は今、生物多様性の損失を止め、回復軌道に乗せていく「ネイチャーポジティブ」の実現に向けて進んでいます。
その達成に向けた一つの手段として、環境省では民間等の取組によって保全が図られている区域を「自然共生サイ
ト」と認定する仕組みを開始しています。今年４月には生物多様性の回復、創出等の取組についても対象とできるよ
う拡充して「地域生物多様性増進法」を施行し、９月には、同法に基づく初めての国の認定を行いました。このような
仕組みを通じて、全国各地の活動を一層促進し、取組の輪を広げてまいります。
加えて、昨年３月に策定した「ネイチャーポジティブ経済移行戦略」を踏まえ、本年７月に「ネイチャーポジティブ経済移
行戦略ロードマップ」を策定し、企業や消費者、地域を含むステークホルダーに期待するアクションを取りまとめまし
た。企業を含む民間団体や地方公共団体からは、こうした動きに対して強い関心と期待が示されています。これを追
い風ととらえ、ネイチャーポジティブの実現が、経済成長と環境価値の創出を両立させ、社会全体の変革へとつなが
るよう、関係の皆様と連携して尽くしてまいります。
国民の皆様は、日々の生活や買い物における商品やサービスの選択などを通じ、生物多様性の保全を行うことがで
きます。その行動が、事業者による生物多様性の保全を後押しすることにつながります。こうして、ネイチャーポジティ
ブ経済を皆様と共に作っていきたいと考えています。
グリーンチャレンジデー期間中は、福島県を始め、各地の様々な企業・団体がブースやマルシェを出店します。環境省
では、国立公園、福島の復興や環境再生に関するブース出展をします。脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを作る
国民運動「デコ活」についても、チラシ等で情報発信を行います。
このグリーンチャレンジデーが、森里川海の恵みを感じ、生物多様性や気候変動、資源循環などの課題解決に向けて、
皆が学び、繋がり合う機会になることを期待しています。
また、１１月１日から１５日まで、新宿御苑の日本庭園では、「菊花壇展」を開催しています。ぜひ、こちらもお立ち寄りく
ださい。皆様の来場をお待ちしております。

一人ひとりの環境行動＝グリーンチャレンジ」を合言葉にスタートしたGTFグリーンチャレンジデーは、おかげさま
で今年15周年を迎えます。これまで支えてくださった協賛企業・団体の皆さま、そして共催いただいている環境省・
新宿区をはじめとする多くの関係者の皆さまに、心より感謝申し上げます。

2023年、国連が「地球沸騰化」という強い言葉で警鐘を鳴らしました。今年も40℃を超える日が全国で相次ぎ、
“気候変動は未来の話ではなく、いま目の前で起きている現実だ”と多くの方が実感されたのではないでしょうか。

だからこそ、私たち一人ひとりができる「グリーンチャレンジ」が大切です。

GTFグリーンチャレンジデーは、「楽しみながら環境の一歩を踏み出せる場所」であることを大切にしています。ス
テージでは音楽ライブやトークショー、全国の祭りの演舞など盛りだくさんの内容になりました。そしてブースでは、
自然にやさしい暮らしのヒントや体験型ワークショップ、美味しいマルシェなど、子どもから大人まで夢中になれる
企画をたくさんご用意しています。

グリーンチャレンジは、「難しく考えるもの」ではなく、「楽しく続けられるもの」だと思っています。

秋の新宿御苑で、たくさんの方と笑顔でお会いできることを楽しみにしています。どうぞご家族やご友人と一緒に、
気軽に遊びにいらしてください。

未来の地球は、きっとここから変わります。

GTFグレータートウキョウ
フェスティバル実行委員会

実行委員長
後藤 亘

環境省 自然環境局長
堀上 勝

本日、多くの方々のご参加を得て、「GTFグリーンチャレンジデー」が新宿御苑にて盛大に開催されますことに、心よ
りお祝いを申し上げます。

今回の「GTFグリーンチャレンジデー」は、日々の生活が「森里川海」の恵みに支えられていることの認識を深め、豊か
な「森里川海」を将来に引き継ぐため、「つなげよう、支えよう森里川海」をテーマとし、さまざまな主体による地球に
優しい行動＝「グリーンチャレンジ」を応援するイベントとなっています。

今年の夏は統計史上もっとも暑い夏で９月になっても真夏日が続くなど、我々の生活への気候変動の影響は年々大
きくなっています。
新宿区では、「ゼロカーボンシティ新宿」の表明から４年目となる今年度も、さまざまな地球温暖化対策などに取り組
んでいます。その中で、将来世代に向けた環境学習・環境教育の推進を大きな柱としています。

カーボンオフセット事業として区外に整備する「新宿の森」を活用した自然体験ツアーの実施や、環境問題に関心があ
る学生に、CO₂排出削減に向けて自分たちが実践できる取組について議論、提案してもらう「新宿環境学生会議」の

開催など、次代を担う子どもたちや若者への環境学習や環境教育をより一層推進しています。

今回もこうした取組をご紹介する区のブースに加え、「新宿の森」を開設している長野県伊那市、群馬県沼田市、東京
都あきる野市の皆さまもブースを出展していますので、ぜひご覧ください。

結びに、「GTFグリーンチャレンジデー」にお越しになった皆さまには、ぜひ、新宿のまちを楽しんでいただければと存
じます。

新宿区 区長
吉住 健一
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GTFグリーンチャレンジデー つの特徴

GTFグリーンチャレンジデーについて

環境省との共催事業
SDGs・環境活動を

市民に直接PRできる
都会のオアシス

『新宿御苑』が会場

環境省、2030生物多様性枠組実現
日本会議、新宿区、TOKYO FM、
TBSホールディングス、TOKYO MXが
共催するイベントです。

企業・自治体が環境活動を直接市民
にPRしています。2025年は3万4千
人を超える市民（ファミリー層）にご
参加頂きました。

国有の日本に3つ存在する国民公園
（他は皇居外苑、京都御苑）。
GTFグリーンチャレンジデーは、15周
年を迎えました。

生物多様性条約第 10 回締約国会議
(COP10)が名古屋で開催された 2010 年
より、「一人ひとりが地球に優しい行動（＝グ
リーンチャレンジ）に取り組むこと」の必要性を
感じ、企業・自治体・団体・市民のグリーンチャ
レンジを応援し、一人ひとりがグリーンチャレ
ンジに取り組むきっかけを創る（意識変容・行
動変容）イベントとして、「GTFグリーンチャレ
ンジデー」を開催しています。

都会のオアシスとも呼ばれ、豊かな自然や生き
ものとのつながりを体感できる国民公園「新宿
御苑」をイベント会場に、官公庁・自治体・企業・
NPO・学校などが集い、各ブースやステージな
どから、各々のSDGs、環境活動の取り組みを、
若年層・ファミリー層を中心に直接PRしてい
ます。

コンセプト動画
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イベントテーマとプログラム構成

2015年に国連で採択された国際目標「SDGs」を暮らしの中で実践する為に、森里川海とそのつなが
りの恵みを引き出し、豊かにくらせる社会をみんなで作りませんか？

本イベントでは、「カーボンニュートラル」「省資源・リサイクル」「再生可能エネルギー」「生態系保護」「プ
ラスチックスマート」など、環境省、自治体、企業などが、結果として、森里川海とそのつながりの恵みを
引き出すことにつながる活動をブースやステージを通して広く紹介しています。

これらの活動を分かりやすく参加者に伝える為に、イベントプログラムは、「国連生物多様性の10年日
本委員会」が定めた５つの「MY行動宣言」に沿って構成しています。「MY行動宣言」は、市民1人ひとり
が日常の中で生物多様性とのかかわりを認識し、身近なところから行動を始めるためのものです。

5つのイベントプログラムを通して、７つのSDGsゴール達成に取り組みます

私たちの日々の生活は、豊かないきもの同士のつながり、森里川海の恵みに支えられ成り立って
います。しかし、行き過ぎた開発、温暖化などの地球環境の変化、外来種など様々な要因で、森里
川海のつながりや恵みが失われつつある現状があります。本イベントでは、「つなげよう、支えよう
森里川海」をテーマに、豊かな森里川海を時速可能なものとし、将来に引き継ぐために、1人ひとり
がその恵みに感謝し、ライフスタイルを見直すきっかけとなるよう各プログラムを企画しました。

地元でとれたものを食べ、
旬のものを味わいます。

自然の中へ出かけ、動
物園、水族館や植物園
などを訪ね、自然や生き
ものにふれます。

エコラベルなどが付いた
環境に優しい商品を選
んで買います。

生きものや自然、人や
文化との「つながり」を
守るため、地域や全国
の活動に参加します。

自然の素晴らしさや季
節の移ろいを感じて、写
真や絵、文章などで伝
えます。

➊環食(わしょく) ❷❸出展者ブース
（ワークショップ・展示・マルシェ）

❹グリーンフォトチャ
レンジ

❺ステージ

国連生物多様性の10年日本委員会が制定したMY行動宣言とイベントプログラム

「つなげよう、支えよう森里川海」プロジェクトとは？

平成26年（2014年）年に、環境省内で立ち上げられたプロジェクトです。
本来、互いにつながり、影響し合っている「森」「里」「川」「海」が、行き過ぎた開発や利用・管理不足により、そのつ
ながりが絶たれたり、それぞれの質が低下していることを受け、環境省だけではなく、地方公共団体、有識者、先
進的な取り組みを実施している方々と対話や議論を行いながら、森里川海の恵みを将来にわたって享受し、安全
で豊かな国づくりを行うための基本的な考え方と対策の方向を取りまとめを行っております。

SDGsを暮らしの中で実践するために
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15周年のテーマ

生物多様性の保全

生物多様性を保全し、持続可能な社会を創造する為に、
ネイチャーポジティブ（自然再興＝生物多様性の損失を
止め、回復軌道に乗せること）、デコ活（脱炭素につなが
る新しい暮らしを創る国民運動）に対する産官学の取り
組みを訴求する。

［連携］環境省

テーマ❶

テーマ❷

テーマ❸

災害被災地の復興

東北や北陸の被災地から企業・自治体・学生・祭りの招聘し、被災地域の知恵と
東京が持つ力を融合させ“都市と地域の連携による新しい共創・復興支援のか
たちを提示する。被災地域の食材の活用。

流域の地域循環共生圏

「地球沸騰化」と叫ばれる危機的状況に直面している
今、「地域」を越えて、「流域」の単位で、社会の課題を
捉え、これ以上の悪化を防ぐ「緩和」と、すでに起きて
いる変化に対応する「適応」に取り組むことの重要性
を普及する。

［連携］公益財団法人三千年の未来会議、いのち・ち
きゅう・みらいプロジェクト実行委員会

子ども・若者を“参加者”から“担い手”へ

（次世代の参画を促進させ、持続可能に）
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開催概要

イ ベ ン ト 名 GTFグリーンチャレンジデー2025 in 新宿御苑

開 催 日
2025年11月1日（土）＆ 2日（日）10:00～16:00 

※菊花壇展（例年11月1日～15日）と同時開催

場 所
新宿御苑内 風景式庭園・整形式庭園

 東京メトロ丸ノ内線 新宿御苑前駅出口1より 徒歩5分
 JR・京王・小田急線 新宿駅南口より 徒歩10分

来 場 者 数

34,483人
11/1（土）14,750人
11/2（日）19,733人

【２０２4年度実績】 27,462人 （１１/2（土）4,408人 １１/3（日）23,054人）

出 展 者 数

６3ブース
・ワークショップ：３9（＋７）
・マルシェ：１３（-4）
・環食・キッチンカー：８（-1）
・グリーンフォトチャレンジ：3

ボランティア １61名（アゼリーグループ、Support Our Kids等）

主 催 GTF グレーター トウキョウ フェスティバル実行委員会

共 催
環境省／2030生物多様性枠組実現日本会議／新宿区／TOKYO FM／
TBSホールディングス／TOKYO MX

協 賛
寄 付

［協賛］：株式会社ブルボン／株式会社伊藤園／関彰商事株式会社／テンワス株式会社／日
本製鉄株式会社／アゼリーグループ／税理士法人古田土会計／株式会社Jackery Japan
／Rethink PROJECT（JT）
［寄付］：株式会社三菱UFJフィナンシャル・グループ

後 援
復興庁／沼田市／伊那市／あきる野市／南砺市／秩父市／公益財団法人三千年の未来会議
／いのち・ちきゅう・みらいプロジェクト実行委員会／全日本空輸株式会社／ビッグホリデー
株式会社／株式会社ジャパンエフエムネットワーク

協 力

一般財団法人国民公園協会／Wakiyaグループ／つきぢ田村／株式会社キョードー東京／
一般社団法人WAZA JAPAN／タリーズコーヒージャパン株式会社／株式会社環境向学／
株式会社紀文食品／株式会社サッポロ製麺／株式会社八芳園／SATOYAMA & 
SATOUMI movement 実行委員会／株式会社メッセージデザインセンター／株式会社ホ
リプロ・グループ・ホールディングス／株式会社サウンズネクスト／TSP東日本株式会社／文
京学院大学／株式会社Studio33／一般社団法人日本海老協会／株式会社モンベル／
Agro-Punks PeopLE／ベクトルパーク／サクラネシア財団／Support Our Kids 
Project／ヒーローズエデュテイメント株式会社（順不同）

主 管 特定非営利活動法人次代の創造工房

公式
記録動画



プログラム概要① 出展者＆会場MAP
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プログラム概要② ステージ

8
←子ども・若者登壇企画 ←流域連携・地球沸騰化テーマの企画



9

環境に配慮したイベント運営

１００％再生可能エネルギーでの運営

関彰商事株式会社様のご協力のもと、ステージで使用する電力をEVカーから給電
し、株式会社Jackery Japan様のご協力のもと、再生可能エネルギーを充電したポー
タブル電源を各ブースで活用しました。これにより、イベント運営におけるCO2削減を
図るとともに、災害時には非常電源としても活用できる仕組みを平時から体感い
ただく、フェーズフリーの視点を取り入れた取組として来場者に発信しました。

プラスチックスマート

出展者の皆様のご理解を得ながら、会場全体で環境配慮型
の運営を推進しました。原則として、使い捨てプラスチック製の
容器・ストロー・ビニール袋等の使用を禁止し、バイオマス素材
や間伐材等を活用した食器・袋類の利用を積極的に促進し
ました。
また、ペットボトル飲料については、100％リサイクルPETボトル
を採用した製品のみを取り扱うこととし、資源循環に配慮した
運営に努めました。

食べられるストローとリユースカップで飲料提供→
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該当メニュー 協力

地産地消による
輸送時のCO2削減

• 江戸東京野菜（内藤とうがらし）を使用 おいしい水大使館

フードロス削減
• 魚の可食部を多く使う練り製品使用
• 規格外の海老を使用 紀文食品

プラスチックスマート、
水資源の保全、
温室効果ガス削減

• カップにリユース食器を使用
• ストローの替わりに「コロネクッキー」を使用
• 水道水を浄水した純水を再充し、ボトル

などの廃棄量を削減。

ブルボン
環境向学

紙資源の削減、森林保全
• 国産の桧を使った間伐材の箸を使用
• エコティーバッグ（生分解ティーバッグ）が

使われたジャスミン茶を使用
伊藤園

温室効果ガス削減 • ストローの替わりに「コロネクッキー」を使用 ブルボン

能登＆福島の森里川海の
復興、つなげよう、支えよう
東北の森里川海

• 石川県の能登豚と、富山のしろえびを使
用

• 福島県産小麦粉を使用したワンタンを揚
げてトッピング

サッポロ製麺
寺岡畜産
富山湾しろえび倶楽部

環食（わしょく）Act 1

今回の環食各メニューのポイント

1

1

1 2

3

3 4

メニュー監修

脇屋 友詞
Wakiyaグループ
オーナーシェフ

脇屋友詞シェフ 監修メニュー

中華の名匠・脇屋友詞シェフ（Wakiyaグ
ループ オーナーシェフ）に環境配慮型メ
ニューの監修を依頼。
フードロス削減、プラスチックスマート、フード
マイレージへの配慮に加え、能登北陸・福
島復興の視点も取り入れたメニューを開発
いただき、来場者に環境や社会課題を“お
いしく、身近に”伝える企画となりました。
著名シェフの発信力により、来場者のみな
らず、出展者や関係者の意識醸
成にもつながる波及効果が期待
されました。

4

とろとろ能登豚の豆乳
チーズルーロー飯
1000円（税込）

ふくしま伊達鶏ととや
まの白えびカリカリ揚
げ 3本入り・1000円
（税込）

クッキーストロー？！
で飲むジャスミンタピ
オカミルクティ ５００
円（税込）

クッキーストロー＆
Tully’s BARISTA’S 
BLACK&無糖LATTE
400円（税込）

２

1 ２

1 2

3

3
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Act 1 環食・キッチンカー

37 53 56

Tea＆Things カナルカフェ ハイサイカフェ

福島の高校生・大学生が作るフルーツハーブ
ティ・ノンアルコールジンの販売

石川県能登地方のジェラート、ドリンクの販
売

表参道オーガニックレストランで修業した店
主が 野外フェスや都内のランチケータリン
にて有機野菜や無農薬野菜など自然な食
材を使って皆様に常に健康的な料理を提供

58 61 62

GINGER kitchen 弥栄 コバヤシクレープ

生姜香る宮城の味！仙台出身シェフの特
製まぜそば＆丼販売（ヴィーガン対応）

熊本産ピンク色バンズ使用。ふわふわ食感
の絶品ホットドッグを販売

福島県産米粉使用。小麦不使用のグルテ
ンフリークレープを販売

hola! TACOS

環境に配慮したワンハンドのタコスなど、メキ
シコ料理を販売

アイコンの説明 新宿御苑初出展テント番号#

63

環境配慮に加え、災害被災地支援の視点を盛り込むとともに、多様性へ
の対応の一環として、ヴィーガンやアレルギーに配慮したメニューを展開。
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ワークショップ・展示Act 2

生物多様性を基軸としつつ、今年は新たに、
地球沸騰化への対応や流域連携の重要
性も加え、楽しく学べる体験型ワークショッ
プや展示を多数展開しました。
リサイクル、間伐材、プラスチックスマート、
再生可能エネルギーなど、出展各社が取り
組む多様なグリーンチャレンジを参加者の
皆様に体感いただき、自然と共生する暮ら
しや行動について考える機会を創出しまし
た。

環境省 日本の国立公園 いのち・ちきゅう・みらいプロジェクト 
with Mahora稲穂山

いのち・ちきゅう・みらいプロジェクト実
行委員会

人と自然が共生する国立公園の魅力を紹
介

落ち葉でペタペタ！御苑と稲穂山の秋をマイ
エコバッグにしよう！

STOP地球沸騰化！Glocal SDGsアクション
と連携企業活動紹介

アイコンの説明 

ワークショッ
プ

展示

新宿御苑初出展物販あり

テント番号#

7 8 9

#グリーンフォトチャレンジ 星キャンプ 地球を体験しよう！ スマホ充電ステーション by Jackery

脇屋シェフ特製おせちや、能登・北陸の新米
や白えびの刺身など豪華景品が当たるフォト
キャンペーン！

芝生の上のプラネタリウムで東京の星空を体
感し、地球の石で地球を描こう！

再生可能エネルギーを充電したJackeryの大
容量ポータブル電源でスマホを充電してみま
せんか？

3 5 6
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10 11 12

にっぽんせいてつ世界は鉄でできている 「着る」漫画家による仏の世界展 JAタウン

鉄のつくり方、副産物を活用した海の森づく
り、オリジナル缶バッチ作り、空き缶釣り

著名漫画家の仏画をクリエイティブリユース
した新アパレル展示

JAタウンアプリDLキャンペーンの告知

17 18 20

富山県南砺市 秩父の木でカスタネットを作ろう！ 未来の壁を考えてみよう
（ニチハ株式会社）

世界遺産と伝統文化が息づく南砺市の
魅力とSDGsの取組を紹介。

秩父の木のワークショップ、秩父地域の
森林・林業の展示

未来の壁をデザインする体験型ワークショップ

21 22 23

ナスバ
独立行政法人 自動車事故対策機構

クイズで学ぼうSDGs！
（テンワス株式会社） 伊藤園「Green Tea for Good」

自動車事故被害者支援と自動車事故
防止についての展示紹介

SDGsクイズに挑戦！正解数でガチャを
回して景品ゲットしよう！

体験試飲、茶殻再利用製品や環境配慮
型製品のご紹介、伊藤園「お茶で世界を美
しく。」環境活動ご紹介

ワークショップ・展示Act 2
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24 25 26

29 30 31

32 33 34

ワークショップ・展示Act 2

新宿区役所 間伐材から「マイ箸」を作ろう！ Blue Earth Project

「新宿の森」と「ゼロカーボンシティ新宿」の
紹介

カンナで削って磨くマイ箸づくり体験。
木の香りと温もりを感じよう。

廃棄バナナの茎で作る紙を使ったシール
体験と高校生SDGs展示

Support Our Kidsプロジェクト 大熊町ゼロカーボン推進課 長野県伊那市

東北の学生による防災ワークショップと文化・
自然のアンケート。とまと梅の販売！

「ゼロカーボン大運の先進地」大熊町の紹介 間伐材を使用した木工ワークショップ、伊那
市についての紹介パネル・ポスターの展示

あきる野市 セキショウグループ ブルボン みらいを育てる！
ブルボンとエコの探検ラリー

森林レンジャーあきる野活動紹介、野生
動物剥製展示、小宮ふるさと自然体験
学校紹介

セキショウグループのSDGsに関する取り組み
をご紹介します

親子で楽しむ「おかしとエコのクイズラリー」。
楽しく「食」と「環境」について学ぼう！
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35 36 39

40 41 42

43 44 46

ワークショップ・展示Act 2

文京学院大学 スポーツを通したアフリカ支援
（A-GOAL） GREEN×EXPO 2027

活動紹介の展示や野菜販売、竹ぽっくり・
椿ランタン作り体験を実施。

アフリカ雑貨販売、サッカーボーリング、
古新聞でのボールづくり

生花の美しさを残す押し花タトゥー体験。
ロスフラワーの新しい楽しみ方を！

フラワーアレンジメントを作ろう 羊毛フェルトKSH リサイクルびゅんびゅんゴマ
（アゼリーグループ）

廃材を活かしたフラワーアレンジ体験。
クリスマス花材で季節を楽しもう。

羊毛で動物のしっぽ作り！自由な発想で
遊びながら創造力を育もう！

STEAM保育ー牛乳パックを再利用して遊び
ながら学べる手作りコマづくりです

妙高高原ビジターセンター 東京ガス oneintheworld

妙高戸隠連山国立公園制定10周年
および妙高高原ビジターセンターの周知展示。

いめたんアクションゲームで、いめたんキングを
目指そう！未来の都市ガス「e-メタン」を
学ぼう！

電気を使わないキャンドルづくりやクレープ
キーホルダーづくり
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47 49 50

51 52 60

ワークショップ・展示Act 2

環境省 環境再生・資源循環局 TBS はちみつ石鹸を作ろう！ セキショウ EVカー

環境省の福島復興や環境再生の取り組み
について、クイズを通して楽しく学べます

ミツバチ観察箱の設置、無添加せっけんを
使用したハチミツせっけん作り

再エネ充電のEVカーが活躍！EVカーが
ステージに電力を供給している様子を紹介

（公財）世界自然保護基金ジャパン 
/WWFジャパン 株式会社環境向学 早成日本桐「ジャパロニア」

WWFの活動を紹介し、自然保護を支える
サポーターを募集キャンペーン

水（紅茶）のご試飲会、手動ポンプで純
水をつくる実演会

5年で成木となる早成日本桐の魅力を、実
物や映像でわかりやすくご紹介
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Act 3 マルシェ・ショップ

17

色どり豊かな旬の野菜や果物、環境に配
慮した雑貨が集う循環型マーケットを展開
しました。
東北、北陸をはじめ全国各地から、地域の
魅力と自然の恵みを生かした多彩な商品
が新宿御苑に集結。あわせて、富山県南
砺市や埼玉県秩父市の高校生も出展し、
自ら育てた野菜の販売を通じて、地域の恵
みや次世代の取り組みを来場者に発信し
ました。

アイコンの説明 

ワークショッ
プ

展示

新宿御苑初出展物販あり

テント番号#

埼玉県立秩父農工科学高等学校 一般社団法人秩父地域おもてなし
観光公社 来らんしょ！福島

清らかな水と高校生が育んだ味覚の販売と
学校紹介展示

秩父の味覚をお届けします。地元の原材料
を使用した商品を取り揃えております

農業法人「猪苗代ハーブ園」における
農業体験の取組とハーブ園グッズ等の販売

16 19 27

東都生協 杉苗屋源四郎農場（なんとのね） 富山県立南砺福野高等学校
農業環境科

産直野菜の販売や試食試飲、生協宅配と
リサイクルの紹介ブース

富山県南砺市の有機農家が育てた
干し柿や野菜、加工品の販売

高校生が育てた野菜や果物、手づくり
加工品を販売

13 14 15
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28 38 45

From東北to能登
～藍とリンゴとドーナッツと～

cafe SHUCROOM
（かふぇ しゅくるーむ） KiRe_mono会津もめん

東日本大震災を経験した南三陸の藍染と
伊の生地で作られたシュシュと能登木工を販
売

いわき産食材を使った身体に優しいお菓子
&ドリンクの販売

会津もめん製品の販売

48 54 57

青森ひばの杜 BUNTA iNOUE×ポンせん 紀文食品

青森ひば精油の無添加製品を販売。
木の香り体験やチップ詰め放題も！

日本の自然と循環する和環食。
画狂人・井上文太×本田屋のポンせん販売

環境にやさしいエコパックで提供する、
SURIMIご当地おでん販売

マルシェ・ショップ

フォトギ ラリー

Act 3
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Act 4

抽選で豪華景品を
プレゼント！

3 抽選

GTF公式アカウントを
フォロー＆コメントと
欲しい景品のハッシュタ
グをつけて投稿

2 投稿

会場内で出展者の
素敵なグリーンチャレ
ンジを撮影する

1 撮影

グリーンフォトチャレンジ

参加方法

GTFが地元・新宿の東京国際工科専門職大学に対
して実施した出張授業「地域共創デザイン実習」との
連携企画として、2023年に大学生が発案した、ブー
ス回遊の促進を目的とする参加型企画を今年も展
開しました。
イベント参加者が、出展者による多様なグリーンチャレ
ンジをそれぞれの視点で撮影・発信することで、写真
や投稿がSNS上に集まり、会場内の周遊促進と情報
発信の広がりにつながりました。

実施期間 11/１（土）10:00～

11/4（火）23:59

参加方法 下記参照

投稿媒体 X、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

景品一例
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グリーンフォトチャレンジAct 4
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Act 5 ステージ

近藤 貴幸
環境省 自然環境局

総務課長

磯 和樹
GTFｸﾞﾚｰﾀｰﾄｳｷｮｳﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
実行委員会 企画財務委員長

蘭 由紀子
エフエム東京

編成制作局 編成部長

井上 波
TBSホールディングス

執行役員

佐藤 真紀
東京メトロポリタンテレビジョン

代表取締役社長

MC：高橋 万里恵
（フリーアナウンサー/両日） 

トークショー、ミニライブ、祭りのパフォーマンス、キャ
ラクターによるグリーティングなど、多彩なステージプ
ログラムを実施しました。
ステージは「キッズグリーンチャレンジ宣言」で幕を
開け、併催の菊花壇展に関するトークショーに加
え、この夏を象徴するテーマである「地球沸騰化」
や、流域連携の重要性を伝える諏訪神太鼓、秩
父夜祭のパフォーマンスなどを展開。来場者ととも
に、楽しみながら環境について考える機会となりま
した。

オープニングアウト
（ダンスパフォーマンス） Program ❸

新宿御苑 菊花壇展楽しみ方

小坂茉那（新宿御苑管理事務所 菊科）
上々軍団（お笑い芸人）・森戸知紗希（タレント）/小関舞（タレ
ント）・高橋万里恵（フリーアナウンサー）

Program ❷

Program ❶

Ｓｔｕｄｉｏ WＯＯ ｂｙ Ｒ2/ＲＹＯＮ・ＲＹＯＮ（ダンスグループ） 

オープニングセレモニー
＆キッズグリーンチャレンジ宣言
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ステージAct 5

Program ❹

GTF“祭りの力”スペシャルパフォーマンス
「よさこい」
ダンスパフォーマンス集団 迫 ーHAKUー
（よさこい）

Program ❺

～東日本大震災１５年に向けて～
心に花を咲かせよう合唱団祈りのコンサート

Program ❻

～いのち・ちきゅうを三千年の未来につ
なぐGTFスペシャルトークショー～
中井徳太郎（公益財団法人三千年の未来代表理事）
上々軍団（お笑い芸人）・森戸知沙希（タレント）・小関舞
（タレント）・高橋万里恵（フリーアナウンサー）

Program ❼

GTF”祭りの力”パフォーマンス｢秩父夜祭｣
秩父農工科学高校・秩父屋台囃子保存部(秩父夜祭)

Program ❽

グリーンフォトチャレンジの楽しみ方
上々軍団（お笑い芸人）・森戸知沙希（タレント）・小関舞
（タレント）・出展者・キャラクター（当日発表）
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ステージAct 5

GTF“祭りの力”パフォーマンス
「諏訪神太鼓と神龍の舞」
諏訪湖循環再生プロジェクト（諏訪神太鼓と神龍の舞）

Program ❾

手洗いソング＆ダンス
新宿あわわ（新宿保健所キャラクター）

Program ❿

Program ⓭

井上あずみ＆ゆーゆ
ファミリーコンサート
井上あずみ（歌手）・ゆーゆ（歌手）・KOTARO IDE（アニメダ
ンサー）・スタジオビーンズ川崎（ダンスグループ）・キャラク
ター（当日発表）

Program ⓬

TOKYO FMスペシャルステージ
LOVE（シンガーソングライター）

～開局３０周年記念～
TOKYO MX スペシャルステージ
パク・ユチョン（アーティスト）・久田莉子（俳優）・高田千尋（タレ
ント）・一ノ瀬なつみ（マルチライバー）

Program ⓫
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ステージAct 5

Program ❶

オープニングアウト（ダンスパフォーマンス）
&キッズグリーンチャレンジ宣言
スタジオビーンズ川崎（ダンスグループ）

Program ❷

オープニング・キッズクリーンチャレンジ宣言
林マヤ（タレント）・鈴木啓太（お笑い芸人）・OCHA NORMA
（アイドル）・スタジオビーンズ川崎（ダンスグループ）

Program ❹

TOKYO MX SPECIAL STAGE
二見颯一（声優）・榛葉樹人（テノール歌手）

Program ❻

ファーマーズ・コレクション
～みんなの農業、それぞれのファッション～
AgroｰPunks PeopLE（農業振興団体）・じぇー太
（JA）タウンキャラクター・sティーブン・ヘインズ（ビュー
ティートレーナー）

Saika Acoustic Live
Saika（女優・シンガー）

Program ❺

グリーンフォトチャレンジの楽しみ方
林マヤ（タレント）・鈴木啓太（お笑い芸人）・OCHA
NORMA(アイドル)・出展者・キャラクター(当日発表)

Program ❸

新宿御苑 菊花壇展の楽しみ方
小坂茉那（新宿御苑管理事務所 菊科）・林マヤ（タレン
ト）・鈴木啓太（お笑い芸人）・OCHA NORMA(アイド
ル)・高橋万里恵（フリーアナウンサー）
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ステージAct 5

Program ❾ Program ❿

GTF“祭りの力”パフォーマンス「阿波おどり」
神楽坂 かぐら連（阿波おどり）

Program ⓫

TBS スペシャルステージ
暑すぎて『地球沸騰化』！？
～わたしたちにできる対応と対策～
國本未華（気象予報士・防災士）・
高柳光希（TBSアナウンサー）

Program ⓭

エンディング
OCHA NORMA（アイドル）・キャラクター

SATOYAMA＆SATOUMIトークショー
林マヤ（タレント）/鈴木啓太（お笑い芸人）/
OCHA NORMA（アイドル）
ゲスト：GREEN×EXPO協会
（公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会）
機運醸成部長 太田喜久

～開局３０周年記念～ TOKYO MX スペシャ
ルステージ 都響四重奏

Program ❼ Program ❽

Visionary Gospel Coir 環音LIVE
Visionary Gospel Coir（ゴスペル）

Program ⓬

SATOYAMA＆SATOUMI 環音LIVE
OCHA NORMA(アイドル)
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プロモーション❶

配布先 一般
チラシ

キッズ
チラシ

A1/A2
ポスター ポスター掲出場所

新宿御苑 5,000 1,000 ○ 新宿御苑内

環境省内および関連施設 2,800 ○ 環境省内および関連施設

新宿区内小・中・養護学校、
各施設掲示板 0 14,500 ○ 新宿区内各施設掲示板

TBSホールディングス 500 ○ TBS社内

アゼリーグループ 400 500 幼稚園、介護施設

出演者 1,400 500 ○

出展者 1,500 800

協賛、後援、協力 2,000 1,000 ○ タリーズコーヒー、カナルカフェ、トゥーランドット臥
龍居

その他（関係者・来年度スポンサー候補等） 900 400

14,500 18,700 240

チラシ配布・ポスター掲出の様子A4 告知チラシ

ポスター（ A1/A2サイズ）

新宿御苑 新宿門

Tully’s coffee トゥーランドット臥龍居

プレスリリース（2回配信）
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プロモーション❷

 サイズ A4両面

 印刷配布 5,000枚（日本語）

1,000枚（英語）

A1 誘導看板

イベントプログラム

新宿御苑各門～イベント会場までの導線上（計11箇所）

B0 協賛看板

B0 ステージプログラム 会場マップ

インフォメーション＆ステージ横（計3箇所）

会場入り口＆観覧スペース手前（計3箇所） 会場入り口＆ブースエリア手前（計3箇所）

会場内掲出物

日本語 英語
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プロモーション❸

出演者・出展者と連携したウェブ媒体・SNSでの発信
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メインビジュアルを用いた会場展開

【ステージ上下】
W３６００×H２１００

１枚ずつ

グリーンハートは、「ネイチャーポジティブ」「脱酸素」を実

現した未来を象徴し、これまでの官公庁・企業・団体・市民

の連携が「愛」によって、より持続可能な未来への飛躍を

目指す国民の共通目標として表現されています。

グリーンチャレンジのシンボルである緑をベースに、世界

共通の愛の象徴であるハートを用いました。

そのハートに囲まれた大きな白い鳥は、グリーンチャレン

ジに携わる方々の思いと未来への象徴を意味しています。

【ステージ下】
W７２００×H６００

１枚

【会場入り口】
W５４００×H２１００

2枚

製作者：画狂人 井上文太
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参加者プロファイル

202４年との比較

女性来場者の割合
は前年より2ポイ
ント増加しており、
ステージプログラ
ム出演者の影響も、
来場増加の一因と
なったと考えられ
ます。

男女比

30代・40代の来
場者が大幅に増加
し、GTFが主な来
場対象としてきた
ファミリー層に多
くご来場いただく
結果となりました。

年齢層

男性では50代の
来場者が最も多く、
女性では30代の
来場者が最多とな
る結果となりまし
た。

年齢層/性別

首都圏在住者の割
合が微増したほか、
地方からの参加者
も増加しました。海
外からの旅行者の
来場も増えており、
チラシの英語化や、
インフォブースへ
のバイリンガルス
タッフ配置などが
効果を上げたもの
と考えられます。

地域

初めて来場した方
の割合が高まり、
全体の約7割を新
規来場者、約3割
をリピーターが占
める結果となりま
した。継続出展・継
続協賛を通じても、
新しい来場者層に
アプローチできる
場として機能して
いることが示され
ました。

イベントへの
参加回数

42% 41%

55% 57%

3% 2%

2024 2025

＜出典＞来場者アンケート 母数107３

男性

女性

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

男性 女性 未回答

■ 未回答

13%

8%

7%

6%

11%

13%

18%

25%

16%

20%

20%

15%

10%

9%

6%

5%

2024

2025

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上

70%

65%

13%

17%

6%

8%

10%

10%

2025

2024

今回がはじめて ２回目 ３回目 ４回目以上

60%

9% 8% 8% 6% 1% 1% 1% 1% 0% 0%

東京 海外 埼玉 神奈川 千葉 茨城 愛知 群馬 栃木 富山 長野

約8５％（202４年:８７％）
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アンケート結果

フォトコンテストで人気の高かった景品
出演者のサイングッズ、おせち料理に人気が集中した。

SATOYAMA＆SATOUMI 
movement全出演者
サイン入りエコTシャツ

SATOYAMA＆SATOUMI 
movement全出演者
サイン入りエコバッグ

GCD2025
全出演者サイン入り

エコTシャツ

GCD2025
全出演者サイン入り

エコバック
2026迎春

Wakiya特製おせち

あなたが始めてみたい、地球に優しいアクション「グリーンチャレンジ」を教えてください。
「リサイクル・リユース」がトップ。今回初めて「節電」がトップ５にランクイン。

34% 20% 16％ 12% 9%
ごみの削減と分別 自然環境の保護 リサイクル・リユース マイバッグ・マイボトル・

マイ箸・マイストロー
フードロス

T O P 5

GTFグリーンチャレンジデーをどこでお知りになりましたか？

9% 91%

いいえ はい

菊花壇展と
の相乗効果

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

雑誌
新聞
ラジオ

自治体からの広報
環境省の公式ウェブサイト

店頭/売り場の広告
企業/団体のウェブサイト

その他のウェブサイト
テレビ
その他

学校などの教育機関
チラシ/ポスター

各種SNS
友人/知人/家族
イベント/会場にて

イベント参加後の「環境（地球温暖化や生物多様性、森里川海の恵み）」への意識の変化
例年同様、ほとんどの人が環境への意識に変化があったと回答。

出演者等に
よるSNS発
信の効果大



当日熱気を映像
で体感！公式記
録動画はこちら


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32

